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学位論文等題目 〈論文〉 〈苔類における「氣」の探求〉－乾漆技法を用いた造型と装飾表現－ 
 〈作品〉 MOSS Carpet 
森林浴、小さなコロニー、苔の小さな庭、雨音、ヒカリ苔、緑の血管、
森の忘れもの、未知のタネ 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 小椋 範彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 特任教授 （グローバルサ
ポ ー ト セ ン タ
ー） 
井谷 善恵 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術研究科） 青木 宏憧 
（副査） 東京藝術大学 教授 （大学美術館） 黒川 廣子 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  




































































士号を授与する要件を満たしているという結論に達したものである。         
 
 
















































    
 
中国思想の「氣」の概念である。気の存在は何となく理解できているが見えないものなので論文として
は理解しがたい世界である。大自然を作っている世界に苔の存在がある。 
苔生した自然豊かな奥地で苔に囲まれた世界で自身を優しく包まれている感覚を覚え、生命力を感じ
た。その感覚が「氣」の世界と繋がり制作へと至った。「氣」の世界を感じる人、わかる人、見える人、
感覚の世界を論文で納得させるのは難しいが、少しでもその感覚を理解していただければ、作者として本
望であろう。 
作品においては自身の感じる「氣」と苔の存在が合致し、漆芸装飾表現を見えない気の世界と苔の生命
力を併せて苔の生命力、瑞々しさを表現することに集中している 
  
様々な時間、気候の経過による苔の表情を表現している。 
作品１《森林浴》は、朝日を浴びた苔の瑞々しさ、透明感が上手く表現できている。それぞれの作品群
の中で苔の表現は秀逸である。しかし、すべての作品に関連しているが枠のある作品、長方形に形態をま
めてしまっていることが、大自然の中の苔が小さく感じてしまうのがとても残念である。 
時間的な問題もあると思うが広がりを持たせて苔を表現すれば作者の感じた苔に囲まれた世界で自身
を優しく包まれている感覚を覚え、生命力を感じることができたであろう。 
作品５《ヒカリ苔》ヒカリゴケの様子を夜空の星に重ねて表現している 
神秘的なイメージで制作した作品である。 
作品６《緑の血管》全体の作品の印象は苔の瑞々しさをリアルに表現していてとても評価は高く印象に
残る。上記以外の作品の枠で囲んだものについては、大自然の中の苔の表現がわかりにくい。 
枠を付けた作品は、小さく感じてしまう。作品の表面処理、 終仕上げの素材感が直接感じられてしま
う。素材がこなれていない。いわゆる生っぽく見えてしまうのが残念である。 
いろいろ問題はあるが、作品１《森林浴》の表現ができたことでいろいろな問題は払拭できる。この提
出作品、論文は難解なテーマであったが漆芸をとおして気の表現、苔の表現は、独自性があり、なんとか
まとまったであろう。博士学位には審査員全一致の上で合意が得られた。 
